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は じ め に

ア ブ ラ ナ 科の作物 を加害す る 害虫 と し て 知 ら れて い る
オ オ モ ン シ ロ チ ョ ウ が， 1996 年 6 月 北海道南西部 で，
続 い て 8 月 に は 青森県 の下北半島 お よ び津軽半島で採集
さ れた こ と が新聞各紙で報道 さ れた。 植物防疫所で も 北
海道お よ び青森県下で採集 さ れた 幼虫や婦の標本 に つ い
て本種であ る こ と を確認 し ， 発生 し て い る こ と が判明 し
た 。

1984 年 に 本種が わ が 国 へ の 侵入 を警戒 す べ き 特定重
要害虫のーっ と し て 指定 さ れて以来， 植物防疫所では厳
重 な検疫 を行 っ て き た 。 し か し ， 輸入植物か ら 本種が発
見 さ れた事例 は全 く な し 発生 し て い る と の情報 は植物
検疫 に携わ っ て い る 者 に と っ て 大 き な驚 き であ っ た 。

今後， わ が国 に お け る 本種の発生が ど の よ う な推移 を
た ど る か， 今 し ば ら く 時間の経過が必要 と 考 え ら れ る 。

I 形 態

成虫 は モ ン シ ロ チ ョ ウ よ り も 一 回 り 大 き く ， 体長約
20 mm， 開帳 60 mm 前後。 麹 は 白 色， 前麹表 は雌雄 と
も 麹端 の 黒色紋が よ く 発達 し ， 外縁 の 半分以上 を 占 め
る 。 雌の前麹 に は麹端黒色紋の 内側 に 2 個の黒色紋 と 後
縁の 中央か ら 基部 に 伸 び る 黒色紋 を有す る 。 後麹 に は雌
雄 と も 前縁に 1 個の黒色紋があ る 。 雄の前麹で は麹端の
黒色紋以外は欠 く 。

卵 は 砲弾型 で高 さ 1 . 2 mm， 底 辺 の 編 0 . 6 mm。 産卵
直後 は澄んだ黄色， そ の後 く す ん だ黄色 に変わ る 。

幼虫 の頭部 は黒色。 体色 は 青緑色で黒 い斑点 を散布す
る 。 背中線 と 気門線 は黄色帯状で， 気門線の黄色帯の幅
が広 く 目 立 ち ， モ ン シ ロ チ ョ ウ の気門線黄色帯が点状 と
な る の と 異 な る 。 老熟幼虫 は体長 40�50 mm。

婦 は モ ン シ ロ チ ョ ウ の そ れ に よ く 似て い る 。 体色 は踊
化場所に よ り 黄色か ら 褐色 ま で変異が あ り ， 体全体に黒
点 を散布す る 。 体長 20�24 mm， 体幅 5�6 mm。
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E 生 態

1 分布

発生地 は FELTWELL ( 1982) に よ る と ヨ ー ロ ッ パ， 極
東 を 除 く 旧 ソ ビエ ト 連邦， 北 ア フ リ カ ， 西 ア ジ ア ， 南 ア
ジ ア ， 中 国， チ リ な ど で あ っ た が， 南 ア フ リ カ
(CLAASSENS， 1995) ， ロ シ ア の 沿海州付近 ( 矢 田 ， 1996) 
での発生が追加 さ れ る こ と と な っ た 。

2 寄主植物

GARDlNE日 ( 1974) に よ れ ば， 本種 は ア プ ラ ナ 科植物 を
好むが， カ ラ シ油配糖体 を 含有す る 植物 は ど ん な も の で
も 食べ る 。 FELTWELL ( 1982) は 自 然条件下 に お け る 寄主
植物 と し て 12 科 91 種 を リ ス ト し ， 主要 5 科 と し て ア ブ
ラ ナ 科 (60 種) ， マ メ 科 (10 種) ， モ ク セ イ ソ ウ 科 (5
種) ， ノ ウ ゼ ン ハ レ ン 科 (4 種) ， フ ウ チ ョ ウ ソ ウ 科 (4
種) を あ げて い る 。

3 成 虫 と 卵

羽化後 1�4 日 で交尾 し ， 産卵前期聞 は 気象条件 に よ
り 3�14 日 ， 成虫寿命 は通常雌が雄 よ り 長 く ， 5�17 日
(AvIDOV and HARPAZ， 1969) 。

成 虫 は 木 立 な ど の 隠 れ 場 所 の あ る と こ ろ を 好 み
(GRATWICK， 1992) ， 寄主植物 の 葉裏 に 数個�200 個前後
の卵 を か た め て 産む。

1 雌 当 た り の産卵数 は ， GARDlNER ( 1974) に よ る と 人
工飼育で 750 個 の例 も あ る が， 自 然条件で は疑問 と し て
い る 。 一方， モ ン シ ロ チ ョ ウ に お け る 1 雌当 た り の産卵
数は， 人工飼育条件下 で平均 757 個 (SUZUKI ， 1978) ， 野
外では 386 個の報告 (大崎， 1986) が あ る 。

卵 期 聞 は 暖 か い 天 候 で 4�6 日 ， 寒 い と 2�3 週 間
(GARDlNER 1974) 。

本種 は 渡 り を 行 う チ ョ ウ と し て よ く 知 ら れ て い る
(WILLlAMS， 1958 ; ]OHNSON ， 1969) 。 矢 田 (1996) は 北 海
道で発生 し て い る 個体の形態的特徴や， 本種の移動性が
極 め て 強 く 400 km 以上の飛期能力 を 持 つ と い わ れ て い
る こ と ， 北海道西岸 と 沿海州 の 聞 が約 400 km で あ る こ
と な ど か ら ， 今回の発生 は ロ シ ア の 沿海州付近か ら 侵入
し た 可能性が あ る こ と を 示唆 し て い る 。

4 幼 虫 と 煽

幼虫期 聞 は 気候 に よ り 2�8 週 間 で， 5 齢 を 経 過 す る
(GARDlNER， 1974) 。 モ ン シ ロ チ ョ ウ と 異 な り ， 幼虫期 間
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中 は 群生す る た め ， 一枚の葉表 に 多 数の幼虫が見 ら れ
る 。 食欲で老熟 し て く る と キ ャ ベ ツ な どの葉脈の み を残
し て 2�3 日 で株 を食 ぺ尽 く す こ と が あ る 。 老熟幼虫 は
普通寄主植物か ら 離れた場所 に 移動 し て 踊化す る が， モ
ン シ ロ チ ョ ウ は休眠す る 場合 を 除 い て普通寄主植物体上
で煽化す る (GRATWICK， 1992) 。

嬬期間 は 気候 に よ り 1O�60 日 で あ る が， 鏑が休眠 し
た場合は婿期 聞 は 6�8 か月 に な る (GARDlNER， 1974) 。

5 生活史

本種 は モ ン シ ロ チ ョ ウ と 同様の生活史 を持 っ て お り ，
ヨ ー ロ ッ パで は 年 に 1�2 世代， 暖か い地域では 3�6 世
代 を繰 り 返す。 イ ギ リ ス で は春の成虫 の 出現 は モ ン シ ロ
チ ョ ウ の 3�4 月 よ り も や や遅 く 4�5 月 で， 第 2 世代 は
7�8 月 に 出現す る (GRATWICK， 1992) 。

本種 は耐寒性が非常 に 強 く ， 夏期の個体群の各態 と も
氷 点 以 下 の 温 度 に 短 期 間 耐 え (GARDlNER， 1974) ， ま
た ， - 50C (氷結直前温度) で非休眠摘 は 14 日 間 で影響
が現れ， 休眠踊 は ー 300Cで 30 日 間生存 で き る (PULLlN
and BALE， 1989) 。

ÐANILEVSKY (1961) は ， 本種の発育限界温度 を WC，
有効積算温 日 度 を 425 日 度， AVI∞V and HARPAZ ( 1969) 
は 発育限界温度 を 100C以下， 有効積算温 日 度 を 400 日
度， ま た ， ト ル コ の ATALAY & HINCAL ( 1992) は 発育 限
界温度 を 7 . 30C と 報告 し て い る 。

本種の幼虫期 に 休 眠 を誘起す る 臨界 日 長 に つ い て ，
MASLENNIKOVA and MUSTAFAEVA ( 1971 ) に よ る と 旧 ソ 連
の 高緯度地域 お よ び低緯度地域 の個体群 を 用 い た 180C
の 調 査 で， そ れ ぞ れ 15�16 時 間 お よ び 約 12 時 間，
PAPIEWSKA (1996) は ハ ン ガ リ ー で， 230Cの 調査で 13 時
間 10 分 ま た は 14 時 間 10 分 で あ っ た 。 GUPTA (1984) 
に よ る と ， イ ン ド の Himachal Pradesh (北緯約 32 度)
で は休眠が見 ら れな い と い う 。

SPIETH and SAUER (1991) に よ る と ， 本種 は幼虫期 に 日
長以外の要因， 例 え ば温度 に も 影響 さ れ る 休眠機構 を持
ち ， 短 日 性 ま た は長 日 性 に 分 砂 ら れ な い面 を持つ と い う 。

わ が国 に お い て ど の よ う な条件下で休眠が誘起 さ れ る
の か， 発生期間や化性 と も 関連 し て興味の あ る と こ ろ で
あ る 。

E 被 害 と 防 除

発生地では ア プ ラ ナ科の特 に ア ブ ラ ナ属作物の被害が
問題 と な っ て い る 。 本種 は成虫が木立等の隠れ場所の あ
る 環境 を 好む た め， 同様の環境下 に あ る 作物で被害が発
生す る 傾向があ り ， 幼虫 は群生 し て摂食す る の で株自体
の被害 は激 し く な る も の の， 被害 を 受 け る 株の数は少な
し 一方， モ ン シ ロ チ ョ ウ は 聞 け た と こ ろ に 飛来 し， 1 

個ずつ産卵す る の で加害 さ れ る 株 は 多 く な り ， 結果 と し
て経済的被害 は 大 き く な る (GRATWICK， 1992) 。

本種 は ア オ ム シ サ ム ラ イ コ マ ユ パチ な ど の天敵の寄生
率がか な り 高 い。 被害 は温暖な気候 と 少雨低湿度 の気象
条件下 で発生 し た と の報告 (MOISEEVA， 1984 ; 他) も あ
り ， 矢 田 (1996) は モ ン シ ロ チ ョ ウ に比べ湿潤 な 日 本で
の適応力 は 弱 い よ う に 思 え る と 述べて い る 。

本種の 防除に つ い て ， 自 然 に 発生す る 昆虫病原 ウ イ ル
ス や細菌 を 用 い た 防除が試み ら れて ， 成果が得 ら れつ つ
あ り ， イ ギ リ ス で は鱗姐 目 幼虫 に 対 し使用が認め ら れて
い る 殺虫剤や， 見虫成長制御剤 OGR) の散布 に よ っ て
防除 さ れて い る (GRATWICK， 1992) 。 ま た ， 防除 に あ た っ
て は で き る だ け天敵 に影響 を与 え な い よ う に記慮 し た 防
除が行わ れて い る 。

わ が国 で も 本種 を対象 と し た 農薬が登録 さ れ， ア オ ム
シ に対す る 防除 と 同様の 防除が実施 さ れ る な ら ば， 経済
作物の被害 を抑制で き る も の と 考 え ら れ る 。
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